
（１） 主題名　自分の心に誠実に　〔小学校高１－（４）〕

（２） ねらい　自分に誠実に，明るい心で生活しようとする気持ちを育てる。

（３） 資料名　「のりづけされた詩」（出典：みんなのどうとく６年　学研）

資料の概要

　和枝は学級文集に詩をのせることになったが，なかなかいい詩がうかばない。そんなとき，本

だなにあった本をめくっていて，自分が書こうとしている内容とぴったりの詩を見つける。和枝

は，その詩の出だしの２行を自分の詩に使ってしまう。やがて，文集の印刷ができあがり，あと

は表紙をつけるだけになった。和枝は悩んだ末，放課後担任の先生に盗作したことを打ち明ける。

出来上がった文集の和枝のページにはえんぴつで書かれた別の詩が一枚一枚のりづけされてい

た。

（４） 学習指導過程

学　習　活　動 主な発問と児童の心の動き 留　意　点

導　

入

１　「心のノート」

25 ページの絵
をみて考える。

○この絵は何をあらわしているのでしょう

か。

・ 自分の心の中にまじめさとずるさがいる

○自分も同じでしょうか。

○「心のノート」25ペ
ージのずるさとまじ

めさが重なっている

絵を見せて考えさせ

る。

展　
　
　
　

開

２　資料を読みな

がら話し合う。

・「題名までも使う

とはー。」まで読

む。

・「うれしそうに言

いました。」まで

読む。

・最後まで読む。

○どうして和枝は本に載っていた詩を使っ

てしまったのでしょうか。

・ どうしても思いつかなかったから

・ 自分の書こうとしていた内容とぴったり

だったから　　　

○文集係に原稿を渡したあとで，和枝はどん

な気持ちになったでしょうか。

・ 上手な詩になってよかった

・ 胸がしめつけられるような気持ち

・ 後悔する気持ち

・ 暗い気持ちになった

○自分だったらこの後，どうしますか。

・ だまっている

・ 正直に言う

◎和枝はどんな気持ちでのりづけされたペ

ージを見たでしょうか。

・ これでよかった

・ すっきりした

○ 和枝の気持ちを共感

的にとらえさせる。

○ 場面絵を提示する。

○正しい対処の仕方を

知っていることをお

さえる。

○自分の良心に反した

行動をとってしまい

後悔している気持ち

をとらえさせる。

○自分の気持ちに誠実

な行動をとったこと

で，すっきりとした

気持ちになったこと

を共感させる。　　　

終　
　

末

３　「心のノート」

（高学年用）

24・25ページを
読み記入する。

○「心のノート」24・25ページを読んで，「自
分の心をそっとのぞいてみよう」を記入し

ましょう。

○自分に誠実に生きる

とはどういうことな

のか考えさせる。



実践報告にみる留意事項

１　資料・題材について

　本資料は，盗作した詩を文集にいったん

は載せてしまった主人公が，葛藤の末，正

直にその行為の非を認め，あらためて自分

が考えた詩をのりづけするなど誠実に行動

した話である。誰でも，よくないこととは

知りながらもつい誘惑に負けてしまい，楽

な方へ流れてしまいそうになることはある。

そんなときに，自分の良心に従い，誠実な

行動がとれるようにしていきたい。また，

自分の気持ちに誠実に，明るい心で生活し

ていこうとする気持ちを育てていきたい。

そのような気持ちが，誘惑に負けない心を

培っていくと考える。

２　指導過程の工夫

　主人公の行動にそって場面ごとに絵を提

示するなど構成的に進め，主人公の気持ち

を共感的にとらえることができるようにし

た。導入では，「心のノート」の絵を活用し，

絵の表している意味を問うことにより，本

時の学習に対する方向性をもたせるように

した。展開では，主人公の行動にそって資

料を読みすすめ，揺れ動く気持ちを共感的

にとらえることができるようにした。終末

では，導入に対応して「心のノート」を読

み，書き込みをさせるなどして，自分自身

をふりかえることができるようにした。

３　発問の工夫

　常に主人公の気持ちにそった発問をする

ことにより，共感的にとらえさせていくよ

うにした。また，のりづけされたページを

見たときの主人公の気持ちを考えさせるこ

とにより，前向きな明るい気持ちで終わる

ことができるようにした。

４　児童の反応

　正直に言わないといけないとは思うが，

なかなか言えない。また，これくらいいい

ではないかという児童もいた。しかし，ほ

とんどの児童は，この行為はよくないと認

識しており，主人公の気持ちを共感的にと

らえることができたようだ。

・最初，自分はだまっていると思ったけど，

この学習をして，なんだか自分でも言え

るような気がしてきました。

・ ずるさが優先される時がぼくにもありま

す。楽しい事からする，めんどうな事は

後回し，そのような事を繰り返している

と誠実さがずるさにおしつぶされてしま

います。ずるをしてしまったらあとでこ

うかいすることにもなります。ずるをし

てしまったとき，直さないと自分はもっ

とずるくなると思います。

５　授業後のフォローアップ

　「心のノート」に記入する時間が充分と

れなかったので，朝の会を利用して記入さ

せた。また，継続して取り組めるよう，帰

りの会等で自分の行動をふりかえる機会を

持つようにするとさらに効果的であると考

える。学級・学年通信等で学習内容を保護

者に知らせ，家庭でも意識していただける

ようにした。　　

　　　　　　　　　　　　（伴東小学校）


